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　福井県では、本県出身の白川静博士の功績にちなみ、特色ある漢字教育を実践している方や、漢字文化の普及や生涯学習
の推進に貢献している方、ならびに漢字に親しむ小・中学生を全国から公募、表彰しています。今回、11都道府県から405
点の応募があり、令和 4年11月 27日（日）、福井県立図書館において表彰式が行われました。
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1　実践の概要
　白川静先生や白川文字学について、数多くの講演を行い、県内外にそ
の魅力を発信した。また、いろいろな自作のゲームやクイズを作り、漢
字あそび大会を開催したり、ゲームの作り方に関する講座を行ったりし
た。他にも、ウォークラリーをしながら楽しく漢字を学べるような取組
や、学校だよりや校内掲示板に漢字コーナーを設けるなどして、漢字の
面白さを発信し続けている。

2　実践の内容                                                       
（1）白川文字学編                          　　    　  
　白川文字学について学び、内容に興味をもち、白川静先生の生き方を
知り、感銘を受け、その内容や魅力をできるだけ分かりやすいようにまと
め、自らが講師となって学校や公民館等で講演した。

（2）漢字あそび編 
　古代文字を含めた漢字のゲームやクイズを作り、公共施設や学校等
で、漢字あそび大会を開催した。また、ゲームの作り方に関する内容
について、教員や子ども、親子対象等に講座を開催した。こうした取
組の内容をまとめ、『福井発オモシロ漢字教室』として全国出版した。

他にも、校舎内をまわりながら楽しく漢字を学
べるような取組や、今年の一文字や干支に関す
る掲示、学校だよりや校内掲示板に漢字コーナー
を設けるなどした。

3　実践の成果 
  学校での漢字学習は、新出漢字を「見て、書いて、覚える」という
単調な学習の繰り返しになりがちで、漢字嫌いな者を作ることにも
なった。しかしながら、漢字の成り立ちを知り、漢字どうしのつなが
りを理解することや、クイズやゲームの要素を取り入れ、年齢層に応
じた漢字に慣れ親しむ方法をとることは、知的好奇心を刺激し、学び
に向かう意欲を高めるためにも、大変効果的であった。
　大人も子どもも「楽しみながら遊んでやろう」、これがまさしく漢
字力向上の秘訣である。
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　白川静先生が他界されて今年で 16 年になります。しかし、
白川先生のお名前は、ますます輝いています。先生のお名前
を冠した「白川静漢字教育賞」は、早いもので第 9 回になり
ました。一般の部には、今年は県の内外から応募が 11 件あり、
数は多くないものの、それぞれ熱意と創意工夫のこもった実
践で、審査員一同、感銘を受けました。
　一般の部は、今年度は 4 点を選ばせていただきました。1 回
目の応募で見事に受賞された方もいれば、何度も応募された
あとに受賞された方、僅差で受賞を逃された方もいらっしゃい
ます。私ども審査員も、毎年の審査のたびに、応募者の皆様
の報告を精読することで、勉強させていただいております。審
査の仕方や評価の基準も、改良に努めております。
　審査をして感じるのは、白川文字学を活用した漢字教育は、
本当に可能性の幅が広い、ということです。毎年、皆様からの
応募の実践を審査するたびに、なるほど、その手があったか、
と驚きや発見があります。開拓途上や未発掘の実践も、まだま
だ多いはずです。皆様のご応募をお待ちしております。
　最後に、すべての応募者の皆様に、お礼を申し上げます。
ありがとうございました。
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　　　子どもたちの知的な関心を高めるため、クイズやゲームを通じて自
然に漢字への興味・関心を高め、白川文字学を活用して楽しく漢字を学習
する方法が開発されている。今村氏は長年、白川文字学による漢字学習の
普及に多大の貢献をなされてきた方であり、本実践でも、今村氏が福井県
教育庁で「白川文字学」関連講座の講師をつとめていたころに獲得された
知見や、児童・生徒に白川文字学を興味深く学ばせる手法や読物を開発し
てきた経験が、縦横に活かされている。
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※	令和4年10月、福井県庁にて
選考委員会を実施しました。


